
第４ 現行システムにおける外字運用

１ ＪＥＦコード体系

登記情報システムでは，登記データを扱うために日本語処理を行っており，この日本語処理のため

に，ＪＥＦ（富士通㈱が開発した日本語処理のための機能の総称）を使用している。

(1) ＪＥＦで扱う文字には，以下のものがあり，それぞれＪＥＦ（漢字）コードという四桁のコード

で管理している （漢字一文字ごとに，それぞれ１６進数のコードが割り振られている ）。 。

(2) それぞれの文字に割り振られているコードは，以下のとおりである。

① 拡張非漢字，拡張漢字領域 ････ ４１Ａ１～７ＦＦＦ

② 利用者定義文字領域 ･･････････ ８０Ａ１～Ａ０ＦＥ

③ 標準漢字，非漢字領域 ････････ Ａ１Ａ２～ＦＥＦＥ

（ '78JIS］＋JIS非漢字）［

④ 空白 ････････････････････････ ４０４０

※ ＪＥＦでは，上記の範囲で文字を管理している。

ただし，利用者定義文字領域内のコード管理は，利用者に任されており，この利用者定義

文字領域のことを，外字領域と呼んでいる。

２ 登記情報システムにおける外字

(1) 外字の種類

登記情報システムにおける外字とは，①ＪＩＳ第一水準，②ＪＩＳ第二水準，③ＪＩＳ非漢字，

④拡張非漢字（グラフ，図形記号等 ，⑤拡張漢字以外の文字を指し，機能コード文字及び地番区）

域中の外字（住所外字）のように，全国で共通に管理する必要のある「共通外字」と，各登記所ご

とにバックアップセンターで管理する「登記所固有外字」の２種類がある。

ア 共通外字

共通外字には，登記データを制御するための機能コードとしての「機能コード文字」と住所辞

書の地番区域中に使用されている「住所外字」の２種類があり，いずれもシステム上，一意の管

理がなされている。

① 機能コード文字

登記データを構成する登記事項データの機能の識別コード文字である。

ＪＩＳ漢字
（第一，第二水準［’78JIS］）

法（ＣＢＡ１）　務（ＣＣＢ３）　局（Ｂ６Ｃ９）

便（ＣＡＤ８）　箋（Ｅ４Ｂ５）

曖（ＤＢＡ３）　昧（ＣＢＥ６）　・・・6349文字

ＪＩＳ非漢字
（特殊，仮名，英数字）

○（Ａ１ＦＢ）　＠（Ａ１Ｆ７）　〒（ＡＺＡ９）

あ（Ａ４ＡＺ）　ア（Ａ５ＡＺ）　１（Ａ３Ｂ１）

ａ　（Ａ３Ｅ１）　Ａ（Ａ３Ｃ１）　　・・・453文字

（’78JISに含まれず，従来使用さ
れている文字及び’83JIS）

匡（４５Ｂ３）　唐（４５ＦＥ）　・・・4039文字

拡張漢字拡張漢字 拡張非漢字

（記号文字，変体仮名，書式文字）

㈱（７６Ｆ５）　↑（７６Ｂ１）　・・・1083文字

利用者定義文字

　・・・3102文字

利用者定義文字

　・・・3102文字

図　ＪＥＦで扱う文字

ＪＥＦ標準文字セット

ユーザ作成



② 住所外字

登記簿の地番区域中に記載されている文字で，既存の文字コードに登録されていない文字で

ある。

イ 登記所固有外字

， 。登記簿に記載されている文字等のうち 既存の文字コードとして登録されていない文字である

システム上，一意の管理がなされておらず，各登記所ごとに外字作成を行った上で，新規外字と

して登録を行っている。

(2) 外字の定義領域

ＪＥＦコード体系中の利用者定義文字の領域（80A1～A0FE）に定義される。

３ 外字の運用方法

登記情報システムにおける外字の運用方法は，登記所の形態（①移行開始からＤＢインストール前

まで，②ＤＢインストール時，③登記所移行最終収束時，④１次業務稼動中（２次移行中 ，⑤共担）

移行中から共担インストールまで，⑥共担業務オープン後，⑦共通外字の緊急出荷時）ごとに，以下

の作業を行うことにより運用している。

(1) 外字コード発番・発行・管理作業

外字が発生した場合に，真に外字かどうかの調査を行い，新規外字として作成する必要があると

判断した場合に，登記所固有外字，住所外字ごとに外字コードを発番し，通知する。

(2) 外字パターンの作成・登録・反映・確認作業

新規外字の通知があった場合に，該当のコードで文字パターンを作成し，登録する。また，登録

後は，該当外字パターンの確認を行う。

(3) 文字セットライブラリ・イメージライブラリの更新作業

C
D
E
F A1 B0 C0 D0 E0 F0　　　　　FE

80 ☆☆☆☆☆ ☆☆☆ ☆☆ ☆☆☆☆☆ ☆☆☆☆☆ ☆☆☆☆☆ ☆☆☆☆☆☆
1
2
3
4
5
6
7
8
9
A
B
C
D
E
F

90 ◇◇ ◇◇◇◇◇ ◇◇◇◇◇ ◇◇◇◇◇ ◇◇◇◇◇◇
1 ◇◇◇◇◇ ◇◇◇ ◇◇ ◇◇◇◇◇ ◇◇◇◇◇ ◇◇◇◇◇ ◇◇◇◇◇◇
2 ◇◇◇◇◇ ◇◇◇ ◇◇ ◇◇◇◇◇ ◇◇◇◇◇ ◇◇◇◇◇ ◇◇◇◇◇◇
3 ◇◇◇◇◇ ◇◇◇ ◇◇ ◇◇◇◇◇ ◇◇◇◇◇ ◇◇◇◇◇ ◇◇◇◇◇◇
4 ◇◇◇◇◇ ◇◇◇ ◇◇ ◇◇◇◇◇ ◇◇◇◇◇ ◇◇◇◇◇ ◇◇◇◇◇◇
5 ◇◇◇◇◇ ◇◇◇ ◇◇ ◇◇◇◇◇ ◇◇◇◇◇ ◇◇◇◇◇ ◇◇◇◇◇◇
6 ◇◇◇◇◇ ◇◇◇ ◇◇ ◇◇◇◇◇ ◇◇◇◇◇ ◇◇◇◇◇ ◇◇◇◇◇◇
7 ◇◇◇◇◇ ◇◇◇ ◇◇ ◇◇◇◇◇ ◇◇◇◇◇ ◇◇◇◇◇ ◇◇◇◇◇◇
8 ◇◇◇◇◇ ◇◇◇ ◇◇ ◇◇◇◇◇ ◇◇◇◇◇ ◇◇◇◇◇ ◇◇◇◇◇◇
9 ＃＃＃＃＃ ＃＃＃ ＃＃ ＃＃＃＃＃ ＃＃＃＃＃ ＃＃＃＃＃ ＃＃＃＃＃＃
A ＃＃＃＃＃ ＃＃＃ ＃＃ ＃＃＃＃＃ ＃＃＃＃＃ ＃＃＃＃＃ ＃＃＃＃＃＃
B ＃＃＃＃＃ ＃＃＃ ＃＃ ＃＃＃＃＃ ＃＃＃＃＃ ＃＃＃＃＃ ＃＃＃＃＃＃
C ＃＃＃＃＃ ＃＃＃ ＃＃ ＃＃＃＃＃ ＃＃＃＃＃ ＃＃＃＃＃ ＃＃＃＃＃＃
D ＃＃＃＃＃ ＃＃＃ ＃＃ ＃＃＃＃＃ ＃＃＃＃＃ ＃＃＃＃＃ ＃＃＃＃＃＃
E ＃＃＃＃＃ ＃＃＃ ＃＃ ＃＃＃＃＃ ＃＃＃＃＃ ＃＃＃＃＃ ＃＃＃＃＃＃
F ☆☆☆☆☆ ☆☆☆ ☆☆ ☆☆☆☆☆ ☆☆☆☆☆ ☆☆☆☆☆ ☆☆☆☆☆☆

A0 ☆☆☆☆☆ ☆☆☆ ☆☆ ☆☆☆☆☆ ☆☆☆☆☆ ☆☆☆☆☆ ☆☆☆☆☆☆

図1.1　ＪＥＦ利用者定義文字領域の使われ方

JEFﾕｰｻﾞ定義
文字領域

（3,102文字）

拡張文字領域

機能ｺｰﾄﾞ

登記所固有外字

住所外字

機能ｺｰﾄﾞ

90BA

 登記所固有外字領域・・・・・住所以外で発行する外字（1128文字）
 （81A1～8CFE）

 住所辞書外字領域・・・・・・・住所に発生する外字（308文字）
 （8DA1～90BA）

☆☆  ホスト単独使用領域・・・・・・・このうち80A1～80FEは機能コード文字（282文字）
☆☆  （80A1～80FE/9FA1～A0FE）

＃＃  機能コード領域（564文字）
＃＃

◇◇  '78JISに存在していた文字のうち，'83JISに存在しない文字の領域（820文字）で，
◇◇  記入端末に外字登録を行っている。（90BB～98FE）



文字パターンファイルに外字を登録（追加）した場合，外字をリスト出力するために，文字セッ

トライブラリ及びイメージライブラリの更新を行う。

(4) 外字ＤＢ創成作業

登記所の文字パターンファイルから登記所固有外字領域と住所外字の外字パターンを抽出し，外

字ＤＢ用のデータに変換することにより，外字ＤＢを創成する。

(5) 外字パターンのパソコン端末装置及び記入ＴＰ端末装置への反映作業

新たに登録（追加）した外字パターンを，登記所のパソコン端末装置及び記入ＴＰ端末装置に反

映する。

(6) ＮＭＣ（ＦＮＡgateway）登録作業

共通外字（住所外字も含む）を画面に表示させるために，文字パターンファイルから共通外字の

データをＮＭＣまたはＦＮＡgatewayへ登録する。

(7) 外字確認作業

登記所において，外字ＤＢが正しく創成されたかどうか確認する。

(8) 外字環境の削除作業

登記所の共担移行完了時に，移行作業で使用した外字の環境（文字セットライブラリ，イメージ

ライブラリ及び文字パターンファイル）をすべて削除する。

４ 登記所固有外字及び住所外字の現状

平成１５年１月現在，登録されている登記所固有外字総数は全国で30,713文字であり，住所外字は

268文字である。


